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加藤憲二先生をおくる

理学部地球科学科教授・加藤憲二先生は平成29年3月をもって定年を迎えられました．
加藤先生は，昭和26年7月31日大阪府に生まれ，昭和50年3月信州大学理学部化学科生物学履修コースを

卒業，同53年3月名古屋大学大学院理学研究科修士課程を修了，同56年3月名古屋大学大学院理学研究科博
士課程を満了，そして西ドイツ政府奨学生としてコンスタンツ大学に留学され，昭和59年3月名古屋大学よ
り理学博士を授与されました．昭和59年10月信州大学医療技術短期大学部講師に採用され，同63年4月助
教授昇任，平成8年4月に教授に昇任されました．平成13年4月に静岡大学理学部教授として転任され，こ
の度の退職を迎えられるまで一貫して微生物生態学，環境微生物学，地下圏微生物学の教育・研究に努めら
れました．

これまでの主要な研究としては，富士山地下圏を主な対象とした微生物と水・物質循環の研究，海洋に生
息する原核生物の生態に関する研究，ウイルスによる原核生物の制御と地球温暖化の影響に関する研究，森
林環境での物質循環，特に森林土壌における微生物窒素代謝に関する研究，陸上温泉や海底熱水噴出域に生
息する好熱菌の生態に関する研究，さらにロシアとの共同研究における地下水中での放射性核種移行に関す
る微生物生態研究等があげられます．また，平成17年から平成20年まで日本微生物生態学会の会長，平成
23年から平成26年まで国際地下圏微生物学会プレジデントを務められるなど，国内はもとより国際的な立場
から地下圏微生物学の発展に貢献されました．

加藤先生は，自然保護や環境汚染に対しても高い見地から熱意をもって取り組んでこられました．平成20
年に代表に就任された柿田川生態系研究会では，富士山の地下水が涵養する生命環境を軸にして柿田川—狩
野川水系全体を視野に入れた自然を総体的にとらえた取り組みを打ち出されたばかりでなく，柿田川に自然
園を持つ地元の小学校を利用して夏休みに家族参加型のサマーサイエンススクールを開催し，自然に触れな
がらその仕組みや保全の大切さを次世代に訴える取り組みを推進されました．理学部教育においては専門分
野の講義だけでなく若い学生諸君との直接的な対話を心がけておられました．学内行政においても，平成19
年から平成24年まで静岡大学付属図書館長を勤められ，このクラスの国立大学としては抜きんでたレベルの
図書館の発展に大きな貢献を残されました．平成26年からは理学部評議員として理学部内に創造理学コース
を新設することに尽力されました．

加藤先生の「偉そうなことを言いますが」と自嘲気味にはじめられても実際には理路整然としていたご発
言や凛とした立ち振る舞いそして失礼ですが意外と人なつっこい笑顔は，多くの同僚や学生達の心に刻まれ
ています．このたびの加藤憲二先生のご退職はまことに残念でありますが，今後のますますのご活躍とご健
康を祈願して，おくる言葉とさせていただきます．

2017年3月

理学部地球科学科　
学科長　道林　克禎
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加藤憲二先生の略歴

学　歴
昭和50年３月　信州大学理学部化学科生物学履修コ−ス卒業

51年３月　信州大学理学専攻科修了
51年４月　名古屋大学大学院理学研究科修士課程入学
53年３月　名古屋大学大学院理学研究科修士課程修了
53年４月　名古屋大学大学院理学研究科博士課程後期課程入学
56年３月　名古屋大学大学院理学研究科博士課程後期課程満了
56年６月　西ドイツ政府学術振興会（DAAD）奨学生としてコンスタンツ大学留学

職　歴
昭和59年４月　日本学術振興会奨励研究員

59年10月　信州大学医療技術短期大学部講師
63年４月　信州大学医療技術短期大学部助教授

平成８年４月　信州大学医療技術短期大学部教授
13年４月　静岡大学理学部教授
13年４月　信州大学医療技術短期大学部教授併任（平成13年９月まで）
19年４月　静岡大学附属図書館長（平成25年３月まで）
26年４月　静岡大学大学院創造科学技術研究部静岡研究院長（平成26年９月まで）
26年10月　静岡大学教育研究評議会評議員（平成27年３月まで）
27年１月　静岡大学卓越研究者（平成28年まで）
27年４月　静岡大学学術院理学領域副領域長（平成29年３月まで）
　　　　　静岡大学理学部副学部長（平成29年３月まで）
27年11月　静岡大学理学部附属放射科学研究施設長（平成29年１月まで）
29年２月　静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター長（平成29年３月まで）
29年３月　定年退職

学　位
理学博士（名古屋大学）昭和59年３月５日
論文名　水界生態系における光合成生産物の変換過程に関する微生物生態学的研究

表　彰
昭和59年　石田科学経済研究財団奨励賞
平成18年　日本原子力研究開発機構 優秀研究成果　表彰



［ ］13

21年　日本微生物生態学会論文賞
25年　静岡大学卓越研究者
27年　日本地下水学会　学会優秀発表賞

学内における活動
平成14年４月　理学部学生委員副委員長（平成15年３月まで）

15年４月　理学部学生委員長（平成16年３月まで）
16年４月　理学部副学部長（平成19年３月まで）
16年４月　理学部広報委員長（平成19年３月まで）　
18年４月　理学部施設マネジメントWG委員長（平成19年３月まで）　
27年４月　理学教育推進室総括（平成29年３月まで）

所属学会
日本微生物生態学会，日本陸水学会，日本地下水学会，International Society for Microbial Ecology, 
American Society for Microbiology, The International Society of Limnolog

学会・社会における活動
平成12年　Geomicrobiology Journal 副編集長（アジア担当）（平成25年まで）

14年　Microbes and Environments 編集委員長（平成15年まで）
15年　日本微生物生態学会会長（平成20年まで）
15年　日本学術会議　生物科学連合委員（平成16年まで）
16年　柿田川シンポジウム（国土交通省との連携活動）代表（平成28年まで）
16年　公益財団法人リバーフロント研究所　河川・海岸環境機能等検討委員会委員
18年　Okazaki Biology Conference（岡崎高等生物学会議）Terra Microbiology（地球微生物学）共同議

長（オレゴン州立大Daniel Arp卓越教授と）
19年　International Society for Microbial Ecology, Ambassador（国際微生物生態学会　日本代表）（平成

20年まで）
20年　7th International Symposium for Subsurface Microbiology（第７回国際地下圏微生物シンポジウム）

実行委員長
21年　IODP（統合海洋掘削プログラム）SASEC（Science Advisory Structure Executive Committee）委

員他（平成23年まで）
23年　President of International Society for Subsurface Microbiology（国際地下圏微生物学会　代表）他

（平成26年まで）
23年　サマーサイエンススクール　主催あるいは共催（平成28年まで）
24年　読売市民講座　講演
28年　放送大学　公開講演会　講演
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業 績 目 録

著　書
加藤憲二（1983），水圏における微生物の分布と機能．微生物による環境制御・管理技術マニュアル（岩井

重久編），環境技術研究会，大阪，475p.（分担）
加藤憲二（1988），底泥の微生物実験法．環境微生物実験法（須藤隆一編），講談社，東京，282p.（分担）
服部明彦編（1988），湖沼汚染の診断と対策．日刊工業新聞社，東京，271p.（分担）
服部勉編（1988），小事典 微生物の手帖．講談社，東京，215p.（分担）
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加藤憲二（2010），柿田川の水．柿田川の自然　湧水河川を科学する（柿田川生態系研究会編），ITSC静岡
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